
全日本個人戦 

8月 11～14日に愛知県蒲郡市海陽ヨットハーバーに

て全日本学生ヨット個人選手権大会並びに全日本学生シ

ングルハンドレガッタが行われました。九州大学からはスナ

イプ級から 4艇、470級から 1艇、レーザークラスから 1

艇が出場しました。 

遠征組は 8日

から蒲郡に前入

りし、3日間の海

上練習で調節

し、蒲郡の海に

体と船を慣らして

いきました。昨年の全日本インカレの時とは打って変わり、

夏の蒲郡は微風続きでした。レース期間でも、風がないた

めに陸待ちやノーレースが多かったです。 

3日間で、470級は７レース、スナイプ級とレーザークラ

スは 5 レースを消化しました。結果は 470級河原田健介

(4年)/長尾創真(3年)組 12位、国際スナイプ級高山達

矢(4年)/内藤大敬(3年)/鹿野千尋(2年)組 12位、近

藤亘(4年)/伊良皆興(4年)/比嘉みなみ(3年)組 31位 

、槇原豪(2年)/加﨑健太朗(4

年)組 9位、高橋将至(4年)/八並

克憲(3年)組 25位、レーザークラ

ス橋口慎平(3年) 7位でした。詳し

いレース結果は九大ヨット部 HPをご

覧ください。 

この全日本個戦は１１月の全日本

インカレ前に全国のライバルたちと力

試しができる、非常に重要な大会で

す。今大会を通して各艇、全国におけ

る自らのレベルや今後の課題が見つかりました。これらの収

穫を自艇や小戸に残っていたメンバーの中で活かし、夏練

後半をより有意義なものにしていきたいと思います。（岩原） 

９月の予定 

・九州スナイプ 

9月 2日〜3日に鹿児島県の平川ヨットハウスにて

九州スナイプ級ヨット選手権大会が行われます！マ

ネ感が終わった翌日にはもう出発するというハード

なタイムスケジュールです。この大会では 1年生も

スキッパーとして出場します！たくさん学んで成長し

た姿が楽しみですね。 
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・国民体育大会セーリング競技プレ大会 

9月 7日〜10日に国体セーリング競技プレ大会が

福井県の若狭和田マリーナにて開催されます！

470級には河原田健介/長尾創真、鄭愛梨/岩井

陸、佐藤菜々恵/堀幹矢、永野俊輔/金子壮太 

スナイプ級には高山達矢/内藤大敬/鹿野千尋、

近藤亘/伊良皆興/比嘉みなみ、槇原豪/加﨑健

太朗、高橋将至/八並克憲、以上の計 8ペアが出

場します。 

・第 26回全日本学生女子ヨット選手権大会 

9月 14日〜17日に葉山マリーナにて女子インカ

レが開催されます！昨年の大会では選手にとって

各々悔いの残る大会となりました。その悔しさをバネ

に全力で戦ってきます。応援よろしくお願いします！ 

・九州学生ヨット選手権大会団体戦 

9月 21日〜24日に九州インカレ団体戦が小戸ヨ

ットハーバーにて行われます！いつも練習している

海面とはいえ、全日本インカレへの出場がかかった

大会です。部員全員一丸となって完全優勝で勝ち

進んでいきたいと思います！！（水之江） 

今月のピカイチ食当 

今月の食当コーナーは欲張らせてくださ

い！！なんと 4品紹介します！ 

まずはこちら、タ

コライスです。ひ

き肉の味付けのち

ょうどよい濃さ

と、野菜の瑞々し

さの絶妙なハーモ

ニーが素晴らし

い、夏らしい一品で

す！ 

そしてお次はロコモコ

丼！こちらも某南国発

祥の夏らしい一品で

す。ハンバーグとソー

スの絶妙な味付けが選

手の心を鷲掴みにした

ようです。 

三品目はピリ辛親子丼

です。大きな唐揚げが

ご飯の上に並べられ、

その真ん中に温泉卵を乗せた後、ピリ辛ソー

スをかけるという、学食で見かけたことのあ

るメニューですが揚げ物と固形物を嫌う食当

で実現したのは初めてなのです。 

最後にチキン南蛮丼で

す！こちらも一枚一枚

揚げました！そして漬

けました！夏場の揚げ

物は忍耐力が試される

場です。選手の喜ぶ顔

が見たい一心で耐えま

した。 

なぜこんなにも先月まで避け続けていた固形

のおかずが丼に乗っているのかというと、実

は遠征組が抜け小戸の人数が半分ほどに減っ

てしまったからです。作る量が減ると張り切

ってしまうのがマネージャーの性なのです。

来月からも頭をひねりながらメニューを考え

ていきたいと思います。（入江） 

ヨット教室、開校！ 

8月 19日、20日、22日にヨット教室が行われまし

た。九州大学のヨット部員がインストラクターとなってディ

ンギーに乗る楽しさを子どもたちに伝えました。 

最初は怖がっていた子どもたちもハイクアウトを体験し

てもらったり、舵を握ってもらったりすることで、とても楽し

んでくれていました。また、親子一緒にヨットを体験しても

らうことで家族での思い出になったと思います。部員も楽

しんで乗ってくれている子どもたちを見て、ヨットに乗る楽

しさを再確認できました！（今西） 


